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ウラルカンゾウのグリチルリチン酸非生産系統 83-555 の孫系統の解析
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【目的】ウラルカンゾウの 83-555 系統は、グリチルリチン酸（GL）を生産せず、

GL の２番目の糖がグルコースになっているグルコグリチルリチン（GGL）を生産す

る 1)。これまでに、この 83-555 系統の子系統には、GGL 型の系統に加えて、GL と

GGL の両者を生産する 83-555−2（G.glabra との雑種）と 83-555−3（他の G.uralesis

との雑種）の２つの GL+GGL 型の系統が存在することを報告しており 1)、今回、こ

れら２つの系統の種子から得た 83-555 の孫系統を栽培して比較した。 

【方法】孫系統を屋外において２年以上栽培し、地下部と地上部を収穫して HPLC

により成分型を比較するとともに、指標遺伝子として用いている pkr 遺伝子の配

列を決定してその系統関係を解析した。 

【結果および考察】今回栽培した 83-555 の孫系統における地下部の成分型には、

GGL 型、GL 型、GL+GGL 型の３つが存在したが、83-555−2 の子系統において GGL 型

が高頻度（2/5）に観察されたのに対して、83-555−3 の子系統における GGL 型の頻

度は低く、予備的なスクリーニングにおいて 20 系統のうち１系統のみが GGL 生産

型であった。また、地上部のフラボノイド成分型も G.uralensis 型、G.glabra 型、

中間型の３つが観察された。これらの系統の pkr 遺伝子型を解析したところ、孫

系統にも pkr 遺伝子型のさらなる交雑系統が複数存在し、それぞれの地下部と地

上部の成分型に対応していた。 
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